
    

 

 

～“SDGs”について知識を深める ～ 
先日行われた第５回生徒専門委員会において、“SDGs”の取り組みについて知識を深める

活動を行いました。大村城南高校でも生徒会の各委員会が中心となって SDGs の取り組みを

行うようにしていますが、活動自体はまだ十分とは言えない状況にありました。SDGsの取り

組みで大切なことは、私たち一人ひとりが課題意識を持ち、それぞれが自分にできる行動を起

こすということです。そこで、今回は朝日新聞が出している「中高生のための朝日 SDGs ジ

ャーナル」に取り上げられた記事を用いて、生徒が感じたこと、これから自分たちにどのよう

なことができるかを考え知識を深めていきました。今回は生徒から出た感想・意見や考えをご

紹介したいと思います。 

  

１．ひとが健康に暮らせる元気なまちへ 
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【 関連する目標 】 



２．感じたこと 

・「禁煙」「節酒」「運動」をやることによってみんなの体が健康になり、病気になる可能性が少な

くなるので、とても良いことだと思った。 

・健康寿命延伸のための提言は日本人の健康の現状維持・向上には必要なことだと感じた。 

・たばこもお酒も手を出してしまうと、やめるのに時間がかかる場合もあるので手を出さないよ

うにする。 

・「禁煙」「節酒」「運動」の中からどれか一つのことを心がけ、毎日続けることで生活習慣病の予

防につながると思った。 

・思うだけでなく、実行・継続することが大事だと思った。 

・健康でいるには、五大栄養素の摂取が大切で、やせすぎも肥満でも死亡リスクが高くなるので

気を付けなければならないなと思った。 

・授業でも習ったが、喫煙は自分だけでなく周囲の人にも害を与え、飲酒も飲みすぎると病気に

なるリスクが高まるから少し怖いと感じた。 

 

３．自分たちにできること 

・禁煙をすることで、自分も他人の人の健康にも害を与えることがない。 

・若いうちから体を動かし免疫力を高めたいと思った。 

・禁煙・禁酒・適度な運動・食生活の改善を呼びかけること。 

・悩みやストレスがないかなどの調査を行う。 

・飲酒や喫煙をすることによって起きる体への影響などをわかりやすくまとめてポスターなどに

する。 

・２０歳になっても吸わない、飲まない！ 

・親に頼りきりで学校に送ってもらってばかりなので、できるだけ自分で登校する。 

・定期的に病院に行き、健康診断を受ける。 

・資源を無駄にしない。（水の節約・食事の量を調整し残飯を減らす） 

 

 

 

以上のような感想・意見が生徒の皆さんから寄せられました。健康でいられることがどれほど

幸せなことか生徒一人一人が改めて感じることができました。 

大村城南高校では今後も SDGs の取り組みについて知識を深めるとともに、自分たちにでき

ることを模索しながら「持続可能な世界の実現」に取り組んでいきたいと思います。 
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